	２５年度 第６回常務理事会議事録


１)日  時  平成２５年　９月１１日(水)１８：３０～２１：３０
２)場  所  宮城県放射線技師会館

３)出席者  
会　　長　　阿部　養悦

副会長　　山田　文夫、前谷津　文雄、小山　洋

理　　事　　立花　茂、安彦　茂、長谷川　圭三、
本舘　広樹、大友　一匡
　　　常務理事の現在数（会長、副会長を含む）１０名

　　　出席理事　９名　欠席理事　1名　佐々木　昌浩
　　　常務理事会は成立した。
　・　その他の出席者　　　監事　大山　勝彦
前谷津副会長は常務理事会成立の確認を取り、開会の辞を述べ阿部会長の挨拶のあと議事に入った。
議事に先立ち、平成２５年度第５回常務理事会議事録（案）の確認が行なわれ、修正意見はなかった。

議長の阿部会長は、議事録作成者に山田副会長、

議事録署名人に立花理事、長谷川理事を指名し議事に入った。
４）議　事　　　　　　

①今後の行事確認
　８月３０日（金）　前川村理事叙勲祝賀会

　８月３１日（土）　宮城ＭＲＩ研究会

　８月３１日（土）　日本放射線カウセリング養成講座
　　～９月　１日（日）

　９月　６日（土）　第２支部勉強会

　９月　７日（土）　放射線安全センター講習会
　　　　　　　　　　　第３支部勉強会

　９月１１日（水）　第６常務理事会

　９月１３日（金）　みちのく核医学の会

　９月１４日（土）　東北ＣＴ技術研究会（新潟）

　９月１８日（水）　第１１回スキルアップカンファレンス
　９月２０日（金）　日本診療放射線技師学術大会
　　～２２日（日）

　９月２５日（水）　第３回理事会
　９月２９日（日）　ピンクリボン街頭キャンペーン
10月　９日（水）　第７常務理事会

②議　題　　
１．医療功労賞受賞候補者の推薦について
　前谷津副会長より資料を提出して、医療功労賞の推

薦手続き内容と推薦候補者との了解と進捗状況の説明

が行われた。

　協議の結果、近日中に推薦資料が出来る状況から次
回理事会に報告し、了解を図ることで出席理事の全て
が了承した。
２．日本診療放射線技会生涯学習カウント賛同研究会への担当者選任について

立花総務部長は、担当者選任依頼文（修正案）を資料として提出した。前回常務理事会では直接、各研究会の事務局と連絡を取りあう事で支障はないと思われることから上記の依頼文は出さないことと協議したが、各研

究会において、カウント付与システムをよく把握してないことから、プログラムの送付、参加証明書の製作および送付、参加者名簿の送付方法についての説明文を加え、申請が速やかに行われるよう事務局から担当者を選任してもらう内容の依頼文（案）である。

　協議の結果、この担当者選任依頼文を出すことについ

て、出席理事の全てが同意し、次回理事会に図ることとした。

３.　施設アンケートについて
　立花総務部長は、放射線業務に関連した施設アンケート調査原案を２週間前にメールで配信、その内容について意見を求めた。内容を次回９月の理事会に図り、レイアウトを作成して１０月の理事会で決議してもらい、年内に出したい意向を述べた。さらに、放射線機器管理士班の要望も組み込みたいことを述べた。
　協議で修正した箇所は、公文書として送ることから、施設名,記入者名を明記してもらうこと、放射線機器・装置のメーカー名の記入に関して記名・無記名が良いかを議論した結果、任意で記入をしてもらうこととした。さらに、アンケートに答えやすいように一部選択方式を取り入れる意見が出された。
　以上、修正案を理事メールで配信し、理事会に図ることで出席理事の全てが同意した。
４．県第２２回総合学術大会について

　大友学術部長は資料を提出して、第２２回総合学術大会のシンポジウム内容及びシンポジストについて、前回常務理事会で指摘があった個所を修正した案を提出した。
シンポジストストは

１．ＰＤＩの現状と問題点　　志村　浩孝　氏　（東北大学）
２．クラウド　　　　　　　　　　○○氏　（ＮＴＴ東日本ＫＫ）
３．中規模施設のＰＤＩ　　　田中　由紀　氏　
（坂総合病院）

４．開業医と大病院連携　立石　敏樹　氏　
（仙台医療センター）
　この修正案に対して、出席理事の全てが同意し、次回理事会に図ることとした。
　また、大友学術部長は総合学術大会の演題応募状況は現在８題であるが東北部会の演題を出してもらうように進めている。さらに、若い会員に演題を出してもらうように働きをかけて欲しい事を述べた。

前抄録を１１月初めに出す予定であることを述べた。
５．日本診療放射線技師会基礎講習会講師について

　大友学術部長は資料を提出して、平成２６年１月１９日に基礎講習会「核医学検査」の講師について報告を行った。
・ガンマカメラシステム１，２　　細貝　良行　氏　

（東北大学保健学科）

・ガンマカメラ臨床１，２　　　　　吉田　大氏　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（仙台放射線クリニック）
　・ＰＥＴシステム　　　　　　　　　　四月朔日　聖一　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東北大サイクロセンター）

　・ＰＥＴ臨床　　　　　　　　　　　　　菱沼　誠　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（仙台厚生病院）

　・管理　　　　　　　　　　　　　　　　尾形　優子　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（仙台厚生病院）

　・治療　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤　大輔　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東北大学病院）

　この計画案について、出席理事の全てが同意し、次回理事会で承認を図ることとした。

６．諸規定等の制定について
　長谷川事務局長は現行の諸規程と変更（訂正）案を提案し、資料として提出し説明・解釈を行った。
　変更（訂正）案は総則、会員規程、組織運営規程、役員選出規定、総会議事規程、会費納入規程、表彰規程、慶弔見舞金等の規程、学生会員に関する規定である。
　会の運営に影響を及ぼすのは会費未納者の扱いであることから、会費未納者の罰則に対して、会費納入規程は総会に諮ることから、会員規程の中に「正会員は、本会定款第７条第２項により２年以上の会費を未納とした場合、会員の資格を壊失する。」とした罰則規程として入れる案を提案した。
　安彦理事からは旅費規程、謝金に関する規程、日当についての内規等の確認が行われた。
　以上、協議した結果、提案を一部修正した案を理事メールにて送信して次回理事会に図ることを出席理事の全てが同意し、承認された。
７．その他
①　顧問弁護士、税理士委託契約について
　前谷津副会長より、資料を提出して契約内容の取り交わし、支払、及び附則報告について報告があった。内容については第４回常務理事会での報告の他に別途相談したことについての回答が得られ、全て契約の中に含まれていることが報告された。
　支払いについては、処理を簡便に済ませるために決算書作成後に２０万、中間監査後に１０万を支払う方法である。
　内容等について、出席理事の全てが同意し、承認され、次回理事会で報告することとした。

②　平成２５年度中間監査の実施について
　大山監事より、文書で中間監査の実施依頼が来ている。監査事項は、１、事業の実施、予算の執行状況　２、備付書類の整備状況　３、公告実施状況である
　協議の結果、１０月９日の常務理事会で会計報告を予定していることから第４回理事会の前の１０月２２日に行うこととした。合わせて各部、各委員会の事業執行状況の報告書を次回常務理事会までに提出してもらうこととした。
各部・委員会報告事項
１．　総務部
立花総務部長は資料を提出して、日本診療放射線技会生涯学習カウント申請状況の報告を行った。
　・みやぎＣＴリフレッシャーズ研究会出席者名簿提出。
　・宮城ＭＲ技術研究会出席者名簿提出
宮城医療安全研究会カウント申請中

　以上の報告対して、出席理事の全てが承認された。

２．　学術部

　大友学術部長は資料を提出して、静脈注射抜針講習会の参加人数が２５名であったこと、第１０回スキルアップカンファレンスから学習カウントが２カウント付与されることの報告を行った。
　以上の報告に対して、出席理事の全てが同意し、承認された。

３．　法人部
本舘法人部長は資料を提出して、①宮城県放射線技師会による原発事故対応について講演を行ったこと
②放射線のリスクコミュニケーションを担当された専門家の方々への面接調査として村井理事が調査を受けたこと③日本診療放射線技師学術大会に於いて、「診療放射線技師会（職能団体）としての災害対策」として宮城県放射線技師会における「心のケア」について講演を行う予定であること④第２１回放射線カウンセラー養成講座（仙台）の参加人数が２５名であったこと⑤角田市保健福祉まつりに正式に依頼が来たこと⑥宮城県環境生活部から平成２５年度原子力防災研修の募集案内が来ていることの報告を行った。
　以上の報告に対して、出席理事の全てが同意し、承認された。

４．　広報部
　　山田広報部長は、会報ＭＡＲＴ８１号の発刊計画の委員会を１０月２日に開催することの報告を行った。
　以上の報告に対して、出席理事の全てが同意し、承認された。
５．　福利厚生部

　　佐々木福利厚生部長は本日欠席であったが、資料で報告があった。内容は「ピンクリボンスマイルウォーク
仙台大会」の参加者募集についてである。

　このことについて、出席理事の全てが同意し、承認された。

６．　財務月例会計報告（平成２５年９月分）

①　収支報告
９月１１日現金残高、２６１，１５６円

手元現金化３００，０００円
技術講習会講師料１０，０００円支払
封筒印刷代金２９，４００円
ＨＰ更新費用６，３００円支払
会報郵送代金４５，６８０円支払
広告料金６０，０００円入金
賛助会費２８０，０００円入金（１４社）
②　通帳残高報告
郵貯銀行　　残高　１７２，９７４円

七十七銀行　本店　　　残高　６０２，０６５円
〃　　　　　〃　　　 　残高　５，６４８，７４６円

　〃　　大学病院前　　残高　１，４８１，５０４円
７．　事務局
　長谷川事務局長より、会員異動の資料を提出し、報告が行なわれた。
①　会員異動

１．　新入会員　なし
２．　再入会　　なし
３．　県内異動　
　五十嵐　和正　　石巻赤十字病院　　→　　自宅
　片桐　香緒理　　東北公済病院宮城野分院

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　東北公済病院

４．　転　出　　なし　
５．　転　入　なし
６．　退　会　　なし
会員数　　５１８名
賛助会員

　住所変更　

　（株）シーメンス・ジャパン
　仙台市青葉区一番町１-９-１　仙台トラストタワ－１８Ｆ
以上で全ての審議が終了し、議長の阿部会長を解任、小山副会長が閉会の辞を述べ、２１時３０分閉会とした。
２０１３年　９月１１日

議　　　　　長

会　　　　　長　　　阿　　　部　　　　養　　　悦　　㊞

議事録署名人　

常務理事   立花　茂　　　　㊞
常務理事  　長谷川　圭三　㊞
